
資料２ 

納付金・標準保険料率の２９年度試算について 

 

 

１．仮係数に基づく試算の状況について 

（１）現状 

 ・１１月 市町村基礎ファイルを県に提出 

    → 標準保険料率を市町村に通知済 

 ・１２月 市町村基礎ファイル（退職・軽減分）を県に提出 

    → 算定作業中 

 

（２）課題 

 ・提出されたファイルの数値が市町村間での差異が大きい 

  →以下の内容について市町村ごとの推計方法等の違いによると考えられる 

    ・２９年度事業費等の推計方法の差異 

    ・２８年度決算見込等の推計方法の差異 

    ・各項目の計上方法の差異 

 

 

２．本係数に基づく試算について 

（１）方針 

 ・県が市町村基礎ファイルを再度提出依頼し、２７年度実績値等に基づく 

再算定を行う 

 ・作成に当たっては注意点等を併せて提示 

 


